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論文内容の要旨

初めにG は奇数位数の巡回群でG- 多様体は準自由な作用で有限個の不動点を持つ単連結有向閉多様

体とする。 x を G-多様体とし，その不動点の個数を n とおく。 x の各不動点 X iで有向接表現Vi が与

えられる。本論文で扱った問題の l つは，どのような n個の有向実表現Wi に対して向きを保つ G ーホモ

トピ一同値 f : Y→ X で， Y の不動点目での有向接表現がWi となるものが構成できるか，というもの

である。ただし f(Yi) =Xi とする。

Gの元 g と複素表現Vが与えられ， g による Vの不動点が原点のみのとき，複素数 ν(V)(g)が

ν( V ) ( g ) = TT F= 1 ( 1 十 ei)/(l- ei) 

で定義される口ここでmは V の次元， e i は g のV 上の固有値である。 Vが有向実表現の場合も V を実化

とする複素表現を取って ν(V)(g) が定義できる。上述の f が構成できたとすると

(1) 工L1 ν(Wi)(g) ニエ ?=1 ν(Vi)(g) (gEG-l) 

が成り立つ事が知られている。更に球面 S (Wi )は S (Vi )と G ホモ卜ピ一同値になるので， Whitehead 

torsion r (W i , V i )が定まり，

(2) 工 ~=1( r (Wi , V i )J 二 o EWh(G)/ 2 Wh(G) 

が成り立つ事がわかる。

Xの次元が 6 以上のとき，次の定理を得た。

定理有向実表現Wi が上の(1) ， (2)および

(3) resp Wi 二 respV i ( P E Sy low ( G )) 

をみたすとき上 l乙述べた f : Y→ Xが構成できる。更にY は X と微分同型にできる。
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複素表現から与えられる複素射影空間上のG-構造を複素射影空間上の線形作用と呼ぶ。 X としてこ

のようなG-構造を考え上の定理を適用し，複素射影空間上の奇妙なG-構造が構成できる。

次の定理は先の定理の証明の鍵である。

定理 Z は有限自由G-CW複体でV と Wは

resp V =resp W (p ESylow( G)) 

をみたす有向実表現とする。乙のとき次のような Z上のG ーベクトノレ束同型 h:Zxv→ ZxWが存在す

る :K 一同型 k:V→W， KcG が与えられたとき， h はidz x k と K ーホモトピックになる。

Gが奇数位数の可換群で作用を準自由と限らない場合には， rG ーホモ卜ピー同値j を rG 写像で

有理ホモトピ一同値J で置き換えた問題を部分群による不動点集合に条件を入れて扱い，それに関する

結果を得た。

論文の審査結果の要旨

群Gが作用する多様体Xでは，不動点における接空間は群G の表現となる。本論文は，作用を保つホ

モ卜ピ一同値によって多様体Xを変えたときに，接空間表現として現われ得る G表現を問題とする。こ

の問題を一般的に取り扱う乙とはとても無理であるので，本論文は， Gが奇数位数の巡回群で，作用が

準自由である場合を扱い， G表現が上のような形で現われる為の十分条件に関し 一般的な結果を得て

いる。また，その応用として，複素射影空間上の異風な群作用を構成している。本論文は多くの技術的

困難をよく克服し，見事な成果を得ており，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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